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エクセル内のデータ＊をREDCapに
アップロード（格納する）手順

注）業務系データも含みます

ステップ 内容

①
エクセルのデータを格納するためのREDCapプロジェクトを作成
（本説明では、このプロジェクトは、既に作成済みとします）

②
アップロード用のテンプレートファイル（CSV形式）をREDCap
から、ダウンロードします

③
エクセルのデータを加工して、アップロード用のCSVファイルに
追加します

④
作成したアップロード用のファイルをREDCapにアップロードし
ます。エラーが発生した場合は、原因を見つけて、修正します



Step-① 作成済みのREDCapプロジェクトと手元のエクセルファイルの内容

エクセルファイル

REDCapの入力画面



Step-② アップロード用のテンプレートファイルを取得します

左側のメニューで、
「データインポート」を
選択後、ここをクリック

「手順」にも、本説明と同様の内容が記述されていますので、参照お願いします。但し、日本語コード変換は注意が必要です。
センターREDCapの場合は、UTF-8に変換する必要はありません



Step-③ アップロード用のテンプレートファイルの内容とエクセルとの対応

# エクセルの列名
テンプレートでの列名（REDCap変数名*1）/説明
注1）REDCapのコードブックからも参照する事が出来ます

01 No
Noは、ユニークな連番なので、本説明では、record_id*2を対応付けます
注2）record_idは、REDCap内でレコードを一意に特定するユニークなIDです

02 名前 name

03 性別 sex , 性別は、ラジオボタンです。変数がとりうる値は、 1:男, 2:女 となります

04 生年月日 seinenngappi, データ型は、日付型で、形式は Y-M-D です

05 既往歴
kiou___0, kiou___1, kiou___2, kiou___3, kiou___99
kiou___N(N=0,1,2,3,99)は、チェックボックスの選択肢の1,2,3,4番目、その他を意味する変数名です
変数に 1 が設定されると、その項目が選択されていることを意味します。0, 空白は、未選択です

06 sonohoka, 既往歴で、「その他」が選択された場合（kiou___99 = 1）に、記入します

07 身長 height, 値は、小数点第一位までです

08 体重 weight, 値は、小数点第一位までです

09 BMI 自動計算フィールドは、テンプレートにはありません。Upload時、自動計算されます

10 basic_complete, レコードのステータスです。(0:Incomplete, 1:Unverified, 2:Complete)



Step-③ エクセルファイルの内容をテンプレートにコピーします

エクセルファイル

No=１, 既往歴は、なし となります
No= 4,  既往歴は、その他 となり、sonohoka に、高脂血症 が設定されています

既往歴の選択肢 対応変数名

なし kiou___0

糖尿病 kiou___1

高血圧 kiou___2

心臓病 kiou___3

その他 kiou___99



Step-③ コピー後のテンプレートファイルの内容をメモ帳で確認

アップロード
してみるか



Step-④ テンプレートファイルをREDCapにアップロードする

①

②

③
④

① データインポートのリンクをクリック
② ファイル選択ボタンをクリック
③ ファイルを選択
④ 開くボタンをクリック
⑤ ファイルアップロードボタンをクリック⑤



Step-④ アップロード結果を確認します

アップロードを試みたファイル内の、全ての行について、エラーが出ていますので、エラーメッセージに従って、
ファイルを修正します。具体的には、生年月日の日付の形式をY-M-Dに、体重の形式を小数点以下第一位までに
します。



Step-④ エラー内容を修正します

フィールド書式で、
日付の形式を、

Y-M-D形式にします



Step-④ エラー内容を修正します

フィールド書式で、
数値の小数点以下１
桁に指定します



Step-④ 修正内容を確認します

【注意事項】
・CSVファイルを保存する場合は、上書き保存をしてください。
・再度、このファイルをエクセルで編集する場合、再度、書式情報を設定する必要があります。



Step-④ 再度、テンプレートファイルをREDCapにアップロードします

エラーがなくなったので、
データのインポートボタン

をクリックします



Step-④ インポート結果をレポート表示で確認してみます

アップロード画面での
インポート結果の表示
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